頭の 禿げた 善良そう な 記者 君が 何度も 来て、 書け 書 

け、 と 頭の 汗 を 拭きながら おっしゃ るので、 書きます。 

佐倉宗 五郎 子 別れの 場、 という 芝居が あります。 と 

とさ まえのう、 と 泣いて 慕う 子 を 振り切って、 宗 五郎 

は 吹雪の 中へ 走って 消えます。 あれ を、 どうお 思いで 

しょうか。 アメリカ人が 見たら、 あれ を どう 感ずる で 

しょうか。 ロシャ 人が 見たら、 何と 判断す るでしょう 

ゝ o 

力 

しかし 私たち 日本人、 殊に 男が 何 か 仕事に 打ち込ん 

だ 場合、 たいてい この 宗 五郎の ようになって しまい ま 
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